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複数オーダー ASN のキャンセルをサポート
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機能概要
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導入: 複数オーダー ASN SBNI の取消のサポート

機能の説明

現在、サプライヤが SBN で事前出荷通知
(ASN) をキャンセルすると、ERP の対応す
る入荷伝票 (IBD) の削除に失敗し、統合エ
ラーが発生します。これは特に、単一の
ASN に複数の購買発注が含まれており、
ERP で複数の IBD が生成されている場合に
発生します。現在、一方向トランザクショ
ンのみが許可されています。つまり、ASN 
を正常に登録できますが、取消は自動的に
ERP に反映されません。

この機能により、SBN で複数オーダー ASN 
が取り消されると、ERP で登録された対応
するすべての IBD が自動的に削除されます
。

主な利点

SBN で ASN を取り消すと、ERP で関連す
るすべての IBD の削除が正しくトリガされ
るようにします。

バイヤーが個々の IBD を手動でフェッチお
よび削除する必要がなくなり、時間と労力
を節約できます。

誤った IBD を誤って削除するリスクを最小
限に抑え、SBN と ERP 間の不整合を防ぎ
ます。

対象ソリューション:

SAP ERP
SAP Business Network

オーディエンス:

バイヤーおよびサプライ
ヤ

イネーブルメントモデ
ル:

自動的に有効化
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ユーザストーリー

として
SBN および ERP を使用しているバイヤー
したい
サプライヤが SBNで事前出荷通知 (ASN)を取り消すと、ERP の対応する入荷伝票 (IBD)が
すべて自動的に削除されるようにします。
そのため、
SBN と ERP 間の双方向同期が更新されます。
個々の IBD をマニュアルでフェッチおよび削除する必要はありません。
SBN と ERP 間のエラーおよび不整合のリスクは最小限に抑えられます。
サプライヤは、バイヤーの介入を必要とせずにキャンセルを正しく処理するために、システ
ムに頼ることができます。
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機能の詳細

サプライヤが SBN で複数オーダー ASN を取り消
すと、ERP で対応するすべての入荷伝票 (IBD) が
自動的に削除され、双方向同期が保証されます。
これにより、購買担当者は IBD をマニュアルで削
除する必要がなくなり、エラーおよび不整合が削
減されます。以下のクラスが、同じように拡張さ
れました: CL_ARBCIG_DISP_DELV_NOTIF_IMPL
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• SAP ERP システム:
• Q8J (002) –購買担当者

• AN 認証情報 (バイヤー)
• ANID: AN02005543705-T

• AN 認証情報 (サプライヤ)
• ANID: AN02004712159-T

• CIG : CIG QA サービス

テストランドスケープ

https://cigqaa4158e68b.hana.ondemand.com/integration-portal/?saml2idp=aribamock.com
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いました。
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